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畑deけんこう広場 

２０１５.7月～10月 Vol.14 

春の日差しを感じながら、トマトの苗を植え
ました。園芸療法士がお一人づつをサポート
し、苗植えから名札付けまで完成します。ご
自分の苗を決め栽培管理することで、成長に
関心を持ち、次回への期待と楽しみが高まり
ます。 

 2015年 春から半年間、畑deけんこう広場では近
隣の「特別養護老人ホーム 緑愛園」から  入所・デ
イサービスの利用者さまをお迎えして、一緒に畑作
業を通し園芸療法を実践しました。車椅子や歩行の
不自由な方にも優しい畑の環境を目指し、歩行空間
に工夫を凝らしたり、手作りのレイズドベッドを加
えて、車椅子に座った姿勢のまま作業ができるよう
になりました。今年、皆で出し合った活動への創
意・工夫がさらに来年に活かされますようふり返り
反省をし、来年に繋げていけるよう努力していきた
いと思います。これまで半年間の活動の様子をお知
らせします。 

「緑愛園の皆様を  お迎えして」 
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車椅子や、補助椅子に座った姿勢で、豆を植
えました。豆（華厳の滝）の植込みは、手作
りの筒状補助具を使い、座った場所から豆を
流し落として成功しました。それぞれの体力
にあったペースで行う作業で、落ち着きが得
られました。 

緑愛園利用者さまと同じ時間帯には、隣の畑
では国際大学幼稚園の園児の皆さんも 畑の
活動に来ています。毎回、世代を超えたコミ
ニュケーションを図る活動も行います。 

可愛いひ孫のような園児の皆さんとハイタッ
チでご挨拶、思わずみんなが笑顔になる瞬間
です。こうして、施設外の人との交流を得る
機会が増え 大変喜ばれました。 



うれし葉だよりのバックナンバーは、ホームページからもご覧いただけます。 
http://www.ureshiha.com/ 
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緑愛園さんの施設にお伺いし、大きくなった大根やさつまいも・花豆を手に取りながら
皆で作った野菜の収穫を喜び合います。共同の園芸活動を通じて、さらに入所者どうし
の会話の輪が広がります。 

７月夏本番に向けて、手作りの「レイズド
ベッド」が完成し登場しました。うれし葉会
員設計、平林氏製作の二段式レイズドベッド
は安定感もよく大好評です。 
レイズドベッドの周りに集まり、車椅子から
手を伸ばし小松菜・大根の種、マリーゴール
ドを植えました。手元の作業に夢中になり、
潜在する身体能力の高まりからか、思わず椅
子から立ち上がる利用者さまもいらっしゃい
ました。 

約１か月後、大根が成長してきました。カブ元を分け、根元から整理しました。栽培管理を
通して、体験や思い出・感情を語る機会も多くなり今後の作業や利用法に話題が弾みます。 

小さな種を手の上にのせて、指先を動かし細かくバラ撒きします。指の巧緻性を高めるリ
ハビリを目的とした指先・手の動きです。 
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